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Ⅰ. 仕様書概要説明

1． 調達物品名及び構成内訳

人工関節手術及び骨切り術の手術ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 1式

（内訳）

手術支援ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

1. 手術用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄ 1式

2. 人工膝関節手術用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ 1式

3. ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ用ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ 1式

4. ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ用ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟ 1式
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Ⅱ 調達物品の備えるべき技術的要件

（包括的業務要件）

0 要  求  要  件

整形外科疾患に対する的確な診断及び治療を行うために必要なﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑであることから
下記の要件を全て満たしていること。

（性能、機能に関する要件）

手術支援ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄは以下の要件を満たすこと。

1 手術用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄは､以下の要件を満たすこと｡

1-1 OS はWindows 8.1 embedded(英語版)を有すること｡

1-2 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ容量はﾄｰﾀﾙ512GB 以上であること｡

1-3 ﾒﾓﾘｰは8GB以上 であること｡

1-4 HDMI ｺﾈｸﾀを搭載しており､外部モニタに 画像出力出来る機能を有すること。

1-5 ﾓﾆﾀｰをｾﾝｻｰｶﾒﾗのﾎﾟｼﾞｼｮﾝを柔軟に操作できるよう可動式ｱｰﾑに搭載されていること｡

1-6 ｷｬｽﾀｰにはﾛｯｸ機能を有し､ｹｰﾌﾞﾙ巻き込み防止機構を有していること｡

1-7 停電時でも電源が落ちないように無停電電源装置を搭載していること。

1-8 32 ｲﾝﾁ､解像度1920x1080以上 のﾌﾙHDﾒｲﾝ液晶ﾓﾆﾀｰ(術者用)を有していること｡

1-9 15.4 ｲﾝﾁ以上のｻﾌﾞ液晶ﾓﾆﾀｰ(操作者用)を有しており､ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに対応していること｡

1-10 ｼｽﾃﾑは空間解析精度の高い光学式ｶﾒﾗを採用していること｡

1-11 視野の広い3眼式ｶﾒﾗを有し赤外線認識可能範囲はｾﾝｻｰｶﾒﾗより1.625m 先を中心とした直径1.25m 球内ｴﾘｱで
あること｡

1-12 CT/MRI のﾒｰｶｰを問わず､ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画像の入力に必要なCD/DVD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ､USB ﾎﾟｰﾄを有すること｡

1-13 術者が清潔野で簡便にｿﾌﾄｳｪｱのｺﾝﾄﾛｰﾙを可能にするため各ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄがﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ機能を有すること。

1-14 専用ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄはﾊﾟｯｼﾌﾞﾀｲﾌﾟと比較して赤外線認識の高いｱｸﾃｨﾌﾞLED を搭載しており、かつｺｰﾄﾞﾚｽであるこ
と。

1-15 ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄの滅菌方法はｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ可能であること。
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2 人工膝関節（TKA)手術用ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｿﾌﾄｳｪｱは以下の要件を満たすこと。

2-1 術前計画において、患者の CT 画像を用いて病態を3次元で可視化し、術前に外科医が効果的な意思決定を行える
ようｻﾎﾟｰﾄするﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｿﾌﾄｳｪｱであること。

2-2
新しい患者のﾃﾞｰﾀの読み込みと、既存の患者ﾃﾞｰﾀを開く機能を有すること。

2-3 読み込んだﾃﾞｰﾀは、ﾃﾞｰﾀ閲覧ﾍﾟｰｼﾞで股関節・膝関節・足関節の画像ｽﾗｲｽをCoronal,Sagittal,Axial画面で表示す
る機能を有すること。

2-4 ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄのｻｲｽﾞ・設置位置・設置角度など術者が欲する術前計画を作成、及び記録が可能なﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ機能を有
していること。

2-5 読み込んだ CT ﾃﾞｰﾀを基に自動で 3D ﾓﾃﾞﾙを構築する機能を有すること。

2-6 画面上にｺﾒﾝﾄ注釈を記録するｱﾉﾃｰｼｮﾝ機能を有していること。

2-7 ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞで目的部位の距離計測が可能なﾒｼﾞｬｰ機能を有していること。

2-8 ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞで目的部位の角度計測が可能なｱﾝｸﾞﾙ機能を有していること。

2-9 画像の縮小・拡大、上下左右に振ることが可能であり、画像の明るさ・ｺﾝﾄﾗｽﾄの調整も可能であること。

2-10 ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝ及びﾗﾝﾄﾞﾏｰｸの識別を自動で行う機能を有しており、術者が手動で修正することも可能であるこ
と。

2-11 適切なｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｻｲｽﾞや設置位置、骨切り量を自動で算出する機能を有しており、術者が手動で修正することも可
能であること。

2-12
自動算出のｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ設置角度等は初期設定でｶｽﾀﾏｲｽﾞが可能であること。

2-13 術前計画で決定したｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｻｲｽﾞ及び設置位置、設置角度や骨切り量などのﾚﾎﾟｰﾄを PDF で表示する機能を有
しておりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし印刷も可能であること。

3 人工膝関節（TKA)手術用ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｿﾌﾄｳｪｱ用ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟは以下の要件を満たすこと。

3-1 ｿﾌﾄを搭載するLaptopのOSはWindows 11 を搭載していること。

3-2 CPUはIntel Core i7-4770以上であること。

3-3 ﾒﾓﾘ（RAM）は16GB以上のﾒﾓﾘを有すること。

2-4 ﾃﾞｨｽｸ容量はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｲﾝｽﾄｰﾙ用に12GB、患者ﾃﾞｰﾀ保存用として500GB以上を有すること。

3-4 ﾓﾆﾀｰ解像度は、1920×1080 ・ｽｹｰﾘﾝｸﾞ100%に設定できること。

3-5 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾎﾞｰﾄﾞは4GB以上の専用ﾒﾓﾘを有すること （例：Nvidia Quadro RTX3000、Nvidia T600、Nvidia T1000)

3-6 通信ﾎﾟｰﾄはUSB 3.0 以上であること。
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4 人工膝関節（TKA)手術用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱは以下の要件を満たすこと。

4-1 股関節を回旋させることで、骨頭中心を算出することが可能である。

4-2 専用のｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ（以下：ﾎﾟｲﾝﾀｰ）を使用して、大腿骨・脛骨の各40個のﾚｼﾞｽﾄﾚｰｼｮﾝﾎﾟｲﾝﾄを記録し、重ね
合わせをすることが可能である。

4-3 ﾎﾟｲﾝﾀｰを使用して、大腿骨・脛骨の各6つの検証ﾎﾟｲﾝﾄの確認・登録を行い、精度が1㎜以内であることを認識
することが可能である。

4-4 ﾎﾟｲﾝﾀｰを使用して、足関節の内果と外果を登録することで足関節中心を算出することが可能である。

4-5
TKAの手技であるﾃｨﾋﾞｱｶｯﾄﾌｧｰｽﾄのﾜｰｸﾌﾛｰを選択することが可能である。

4-6
TKAの手技であるｱﾝﾃﾘｱﾘﾌｧﾚﾝｽ、ﾎﾟｽﾃﾘｱﾘﾌｧﾚﾝｽそれぞれに対応することが可能である。

4-7 画面により、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化された初期の下肢ｱﾗｲﾒﾝﾄを分析する機能を有する。（可動域・内外反・回旋）

4-8 術前、術中、術後の機能軸を数値記録する機能を有する。

4-9 術前、術中、術後の機能軸の内外反状態をｸﾞﾗﾌで確認、記録する機能を有する。

4-10 術中に、軟部組織ﾊﾞﾗﾝｽの状態を加味した仮想の骨間ｷﾞｬｯﾌﾟを確認・記録して、最適なｷﾞｬｯﾌﾟを得るためにｲﾝﾌﾟ
ﾗﾝﾄ計画を最終調整することが可能である。

4-11 骨切りをｶﾞｲﾄﾞするための専用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ器具を有する。

4-12 ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄの機種に依存せずに使用することが可能な骨切りｶﾞｲﾄﾞ器具を有する。

4-13 骨切り面をﾅﾋﾞｹﾞｰﾄすることが可能である。

4-15 専用の器械（平面ﾌﾟﾛｰﾌﾞ）を切除面に当てることで、大腿骨遠位と脛骨近位の切除面の評価をすることが可能で
ある。

4-16
専用の器械（後面ﾌﾟﾛｰﾌﾞ）を切除面に当てることで、大腿骨後顆の切除面の評価をすることができる。

4-17 ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝで表示された画像を静止画記録可能なｽｸﾘｰﾝｼｮｯﾄ機能を有している・

4-18 患者に取り付けられたﾄﾗｯｶｰの位置と配置に基づいて自動でそれぞれの骨切りﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞに切り替わる機
能を有している。

4-19 患者ﾌｧｲﾙを保存することで、ﾚﾎﾟｰﾄが自動で作成され、記録された骨切除位置やｷﾈﾏﾃｨｸｽのﾃﾞｰﾀを含む関連
する全ての手術ﾃﾞｰﾀが出力される機能を有している。

5 設置は以下の要件を満たすこと。

5-1 システムの搬入、据付、配管配線及び調整をおこなうこと。

5-2 設置に伴う費用は納入業者の負担とする。

5-3 当院の指定する期日までに納品すること。

5-4 当システムが稼働するための運搬、接続、設置工事及び調整等を含むこと。
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6. 保守体制に関する要件

6-1 システムの運用を円滑に実現するための技術的サポート及びメンテナンス体制は整備されていること。

7. 障害支援体制

7-1 納入期より１年間は故障、保守に対応を無償でおこなうこと。

7-2
年間を通じて非常時に連絡が取れる体制であり、障害発生等の連絡を受けてから24時間以内に復旧対応できる体
制が取れること、また適切なフォローアップが可能であること。

8. 教育体制等

8-1 本システムが有効に稼動するために教育訓練をおこなうこと。

8-2 本院が必要と認めたときは追加の教育訓練をおこなうこと。

8-3
本院が必要と認めたときは本システムの保守点検、定期メンテナンスが院内で実施できるよう教育訓練をおこな
うこと。

8-4 本装置の日本語による取扱説明書を1部有すること。またデーターでの提供も行うこと。

9. その他

9-1 既存システムを撤去する場合に生じる廃棄費用を見積りに含むこと。

9-2 5年間（60ヶ月）のリース契約とする。

9-3 本仕様書に記載ない事項については、双方協議のうえ決定するものとする。
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